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てせ寄新春

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

輝
か
し
い
平
成

5
年
の
新
春
を
迎

え
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
本
市
が
市
制
施
行
四
十

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

各
種
記
念
行
事
の
開
催
、
ま
た
新
川

文
化
ホ
ー
ル
が
本
格
着
工
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
に

対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も

着
実
に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新
年
を
迎

魚
津
市
長

石

精

l
 
l
 

--a
，
 

方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
、

厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
る
と
と
と
も

に
、
市
政
も
着
実
に
進
展
し
て
お
り

ま
す
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
今
日
の
行
政
課
題
は
急
速

に
進
む
高
齢
化
や
国
際
化
に
的
確
に

対
応
で
き
る
円
滑
な
行
政
運
営
と
、

生
活
の
質
の
向
上
に
重
点
を
置
い
た

魚
津
市
議
会
議
長

稗

:重E
J同

士
ロ

-←← 
田

え
本
市
の
一
段
の
躍
進
を
期
し
て
、

清
新
の
気
が
み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま

す。
ご
承
知
の
と
お
り
、
現
在
の
社
会

経
済
情
勢
は
二
十
一
世
紀
を
目
前
に

控
え
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
当
た
り
、
本
市

社
会
資
本
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

本
市
で
は
時
代
の
要
請
に
応
え
る

べ
く
行
政
の
役
割
を
見
直
す
と
と
も

に
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な
行
政
の

実
現
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
考
え
で
あ
り
ま

す
。豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
づ
く

り
は
、
地
方
自
治
体
に
果
せ
ら
れ
た

責
務
で
あ
り
、
総
合
計
画
の
着
実
な

実
行
こ
そ
が
、
そ
の
近
道
で
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

各
地
で
行
い
ま
し
た
「
語
る
会
」

で
の
市
民
の
ニ

l
ズ
を
、
今
後
の
行

政
運
営
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
本
市

が
掲
げ
る
将
来
像
「
水
と
緑
に
つ
つ

に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
行
政
需
要
は
そ

の
量
・
質
と
も
複
雑
多
様
化
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
厳
し
い
財

政
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
生
活

の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
市
当
局
と

一
体
と
な
っ
て
今
後
さ
ら
に
創
意
工

夫
を
重
ね
、
重
要
課
題
に
つ
い
て
真

剣
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本

年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ま
れ
た
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
か

ら
も
配
巡
し
て
ま
い
り
た
い
考
え
で

あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

魚
津
市
議
会
議
員
一
同

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
一
同
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ

り
個
々
の
年
賀
状
の
ご
挨
拶
を
自
粛

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

去』い
。
な
お
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

亀ぞ
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市
政
の
動
き
ロ
月
市
議
会
定
例
会

ロ
丹
市
議
会
定
例
会
は
、

7
日
か
ら
げ
日
ま
で
の
日
日
間
に
わ

た
っ
て
聞
か
れ
、
会
期
中
に
提
出
き
れ
た
回
議
案
の
ほ
か
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
た
平
成

3
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

な
ど

8
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
案
件

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
日
億

l
、
0
6
7
万
2
千
円
を
追
加
し
、

広報うあ、づ(3) 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
6
7
億
3
3
7
万
9
千
円
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与

改
訂
経
費
等
6
、
1
7
0
万

円
、
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

れ
た
各
基
金
へ
の
積
立
金
及

び
繰
出
金
6
億
2
、
0
2
0

万
円
、
除
雪
対
策
及
び
補
助

事
業
の
確
定
に
伴
う
経
費
を

計
上
。
総
務
費
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
基
金
積
立
金
5
、
8

1

0
万
円
、
市
例
規
類
集
及

び
市
政
ガ
イ
ド
印
刷
費
3
6

0
万
円
、
公
用
車
購
入
費
7

2
0
万
円
、
減
債
基
金
等
積

立
金
2
億
2
、
6
3
0
万
円
、

土
地
開
発
基
金
繰
出
金
1
億

9
、
2
2
0
万
円
、
市
税
還

付
金
3
0
0
万
円
を
計
上
。

民

生

費

社

会
福
祉
基
金
積
立
金

1
億
2
、
6
0
0
万
円
、
国
の
措
置

費
改
訂
に
伴
う
私
立
保
育
所
措
置
費

委
託
料
3
、
4
7
0
万
円
、
児
童
セ

ン
タ
ー
建
設
用
地
買
収
に
伴
う
経
費

5
、
2
4
0
万
円
、
児
童
手
当
の
不

足
分
3
5
0
万
円
、
母
子
・乳
児
等
医

療
費
助
成
金
7
5
0
万
円
を
計
上
。

衛
生
費

平
成

5
年
4
月
か
ら
富

山
労
災
病
院
産
婦
人
科
の
開
設
に
伴

い
貸
与
す
る
超
音
波
医
療
機
器
購
入

費
9
9
0
万
円
を
計
上
。

農
業
水
産
業
費
東
部
農
業
共
済

組
合
補
助
金
2
、
1
7
0
万
円
、
水

田
農
業
生
産
体
制
強
化
事
業
補
助
金

1
、
5
0
0
万
円
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
畜

産
推
進
事
業
補
助
金
4
8
0
万
円
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
用
地
買
収

費
4
、
2
0
0
万
円
、
経
団
漁
港
船

揚
げ
場
資
材
倉
庫
建
替
工
事
費
5
0

0
万
円
を
計
上
。

商

工

費

小

口

事
業
資
金
貸
付
金

1
、
1
2
0
万
円
、
山
村
地
域
工
業

振
興
補
助
金
7
7
0
万
円
を
計
上
。

土
木
費
都
市
改
造
事
業
費
4
0

0
万
円
、
北
鬼
江
吉
島
線
立
体
交
差

事
業
費
2
、
4
6
0
万
円
の
追
加
及

び
市
街
地
再
開
発
事
業
の
完
了
に
よ

る
精
算
残
額

7
0
0
万
円
の
減
額
計

上
。教

育

費

水

族
館
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
1
、
3
9
0
万
円
、
埋

没
林
博
物
館
の
展
示
部
門
の
充
実
費

1
、
5
0
0
万
円
を
計
上
。

こ
れ
ら
の
経
費
の
財
源
と
し
て
、

市
税
、
地
方
交
付
税
、
分
担
金
及
び

負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、財
産
収
入
、

寄
付
金
、
繰
入
金
、
諸
収
入
及
び
市

債
を
充
当
し
ま
す
。

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
水
族
館
事

特
別
会
計
補
正
予
算

マ
魚
津
市
部
室
設
置
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
効
率
か

っ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
民
生

経
済
部
を
民
生
部
と
産
業
経
済
部

に
分
割
し
四
部
一
室
制
と
し
ま
す
。

マ
魚
津
市
都
市
計
画
事
業
町
界
町
名

地
番
整
理
審
議
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
魚
津
港
港
湾
区
域
内
の
公
有
水
面

埋
立
に
よ
り
新
た
に
生
じ
た
土
地

の
確
認
に
つ
い
て

マ
市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
に
つ
い

て
・
県
道
魚
津
・
生
地

・
入
善
線
の
一

部
、
通
称
H

し
ん
き
ろ
う
ロ

l
ド
。

が
魚
津
港
ま
で
開
通
し
た
の
で
、

従
来
の
路
線
の
う
ち
末
広
町
・
経

団
西
町
地
内
聞
を
県
か
ら
移
管
を

受
け
た
の
で
新
た
に
市
道
認
定
し
、

北
鬼
江
・
末
広
町
地
内
聞
を
既
設

の
市
道
魚
津
中
央
線
と
し
て
延
長

し
変
更
認
定
し
ま
す
。

マ
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

同
意
案
件

マ
魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

北
鬼
江
1
、
6
2
2
番
地

大

崎

信

一

氏

マ
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
同
意

上
村
木
2
丁
目

6
番
目
号

・
波

岡

正

治

氏
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『
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
ゆ
と
り
と

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
』
づ
く
り
を
目
標
に
、

予
算
の
重
点
的
・
効
率
的
な
執
行
に
努
め
ま

し
た
。を公表

般

之込
ヱミ

計

4
1
6
0億
4
、0
7
8万
円

の
使
い
道

一

般

会

計

5
億

5
、5
5
1
万
円
の
黒
字

平
成

3
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入

1
6
6
億

3
、
4
2
8
万

円
、
歳
出
1
6
0
億

4
、
0
7
8
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
額
で

あ
る
形
式
収
支
は、

5
億

9
、
3

5

0
万
円
(
前
年
対
比
4
・
3

%
減)、

純
剰
余
金
で
あ
る
実
質
収
支
は、

5

億

5
、

5
5
1
万
円
(
前
年
対
比
7
・

0

%
増
に
な
り
ま
し
た
。

実

施

し

た

主

な

事

業

館

建
設
事
業
費

埋
没
林
館
建
設
事

業
、
桃
山
運
動
公
園
築
造
事
業
、
川

の
瀬
団
地
建
設
事
業
、
駅
西
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
、
北
鬼
江
吉
島
線

立
体
交
差
事
業
、
経
団
保
育
園
建
設

事
業
、市
街
地
再
開
発
事
業
な
ど
に
、

6
4
億

6
、
2
3
1
万
円

(ω
・
3
%
)

人
件
費

職
員

・
議
員
、
委
員
の

人
件
費
に
、

3
2
億

8
0
8
万
円
(
初
・
o
%
)

積

立

金

減

債
基
金
等
の
積
立
に
、

6
億

3
、
3
2
2
万
円
(
4
・
0
%
)

公
債
費

市
債
の
償
還
に

1
2
億

9
5
1
万
円
(
7
・
5
%
)

物
件
費

公
園
、
小

・
中
学
校
、

総
合
体
育
館
等
の
管
理
に
、

1
2
億

4
、
3
2
0
万
円
(
7
・
8

%
)

扶
助
費

生
活
保
護
、
老
人
、
身

体
障
害
者
の
措
置
の
た
め
に
、

物博林j支埋

歳出総額160億4.078万円(対前年比21.3%の増)

教育費 32億2，339万円 20.1% 

土木費 28億2，500万円 17.6% 

一一一一

総務費 27億230万円 16.9% 
心一・:止と...........................:，_.~;

民生費 26億1，090万円 16.3% 
'ー唱・骨唱・晶a圃，圃晶a晶晶晶可・・4・・・・，ー.....

公債費 12億991万円 17.5%

農林水産業費 10術 64叶6.7%

衛生費 1 8億4.855万円 5.3%

その他 15億4，425万円
『 言 三号7 壬一一γ 一一

し一?で甲67億5，4187JfIJ 市 午見

1 13.0% 揃，9剖万円 市 イ責

l 12.9% 2恥 41万円 地方公布税

8.8% I 14億6.684万円 国庫支出金

5.0% 創意2悶円| 県支出金

3.7% 6億1，988万円 繰越金

3.0% 5億127万円 」諸収入
|川崎町円 その他

歳入総額166億3.428万円(対前年比20.2%の増)

|40.6% ~ 
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市の決算

広報うおづ(5) 

1

1
億

9
、
3
5
9
万
円
(
7
・
4

%
)

繰
出
金

土
地
開
発
基
金
、
老
人

医
療
等
会
計
へ
の
繰
出
金
に
、

8
億

7
、
4
2
7
万
円
(
5
・
5
%
)

そ
の
他

1

2
億

1
、
6
6
0
万
円
(
7
・
5
%
)

園~ 
同

会計名 歳 入 歳 出

下 水 道 30億2，325万円 30億2，241万円

農業集落排水 9，560万円 9，560万円

簡易水道 2，128万円 2，128万円

国民健康保険 24億5，893万円 23億4，215万円

老人保健医療 36億3，746万円 36億4，454万円

農業共済 1億5，309万円 1億4，185万円

水 族 倉吉 2億1，5207]円 2億1，404万円

メ口入 計 96億 481万円 94億8，187万円

言十之込
A 

保

年
金
資
金
積
立
金
還
元
融
資
事
業

水
力
発
電
周
辺
地
域
交
付
金
事
業

思リ

3
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
う
ち
、

経
団
保
育
園
建
設
事
業
に
は
年
金
資

金
積
立
金
の
融
資
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
水
力
発
電
周
辺
地
域
交
付

金
を
受
け
て
東
蔵
用
水
路
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

田経

0収入/6億2，755万8千円

0支出/5億6，860万3千円

0純利益/ 5，895万8千円
平成3年度は、第三次拡張事業計画の11年度目にあた

り、次の事業を実施しました。

〔配水管布設工事等〕 県道沓掛魚津線配水管布設工事

外17件 4，708m、 l億4，239万7千円

〔増補改良工事〕 魚津駅前広場配水管布設替工事

外13件 3，230m、 1億2，167万8千円

〔受託工事〕 市道魚津臨港線配水管布設替工事外13件

6，159万4千円

。給水人口 40，401人

o給水戸数 11，656戸
0年間総配水量 4，413，577 m' 

0年間給水量 3，538，356m' 

0年間有効水量率 83.2% 

水 道事業会計

年寺

科 目 金 客員 科 目 金 額

成平 営業費用 398，043 営業収益 591，300 

原水及び浄水費 36，048 給水収益:474，786 
3 
配水及び給水費 56，692 受託工事収益 107，352 

度損益年
受託工事費 95，415 その他営業収益 9，162 

総係費 95，191 営業外収益 36，258 

減価償却費 114，421 受取利息 36，221 

計算書
資産減耗費 124 雑 収 lナ~ 37 

その他営業費用 152 

/由旬、 営業外費用 170，560 

千 支払利息 170，560 
円 当年度純利益 58，955 
、~〆

計 言十メロk 627，558 メロ』、 627，558 

科 目 金 額 科 目 金 額

平 固定資産 2，716，477 流動負債 159，382 

成 土 地 70，053 未 払 金 106，520 

3 建 物 74，434 目IJ 戸〉ι， 金 1，706 

年 構 築 物 2，369，228 上下水道料金預り金 38，799 

度 機械及び装置 194，157 その他流動負債 12，357 

貸 車 両運搬具 3，951 資 本 金 2，893，403 

必i位日 工具、器具及例商品 4，613 自己資本金 220，561 

対 施設利用権 41 借入資本金 2，672，842 

照 流動資産 683，072 乗。 余 金 346，764 

表 現金 預 金 571，372 資本剰余金 62，293 
，...ー、、
未 収 金 96，867 利益剰余金 284，471 

千
R宇 蔵 ロt:Iロ 4，833 

円
その他流動資産 10，000 、、ー，〆
メ口h、 言十 3，399，549 メ口入 計 ~空 399 ， 549
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平成4年11 月 17 日 ~23 日

団

長

アメリカ合衆国

成

瀬

弘

生

今
回
の
市
の
青
年

・
壮
年
海
外
派

遣
研
修
は
、
魚
津
市
制
四
十
周
年
を

記
念
し
、
は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
を
訪
れ
た
。

富
山
県
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る
オ

レ
ゴ
ン
州
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
と
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
の

3
都
市
で
あ
る
。

研
修
の
目
的
は
、
自
由
世
界
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

実
情
を
調
査
し
、
現
地
の
市
民
と
の

交
流
も
行
い
、
魚
津
市
の
発
展
の
参

考
と
す
る
と
と
も
に
、
国
際
親
善
の

推
進
に
役
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

団
員
十
七
名
の
殆
ん
ど
が
ア
メ
リ
一

カ
本
土
を
訪
れ
る
の
は
は
じ
め
て
で
一
『
パ
ン
ザ
イ
』
の
声
に
見
送
ら
れ

あ
り
、
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
す
べ
一
市
役
所
前
を
出
発
し
た
の
が
十
一
月

て
に
驚
き
と
興
奮
を
覚
え
た
も
の
と
一
十
七
日
午
前
十
時
。

思

わ

れ

る

。

一

名

古

屋

空

港

か

ら

ア

メ

リ

カ

の

オ

双
子
の
赤
字
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
一
レ
ゴ
ン
州
ポ

l
ト
ラ
ン
ド
空
港
ま
で

カ
経
済
の
弱
点
は
あ
る
も
の
の
、
国
一
身
も
心
も
「
あ
っ
」
と
い
う
聞
に
、

土
の
広
大
き
、
道
路
、
空
港
、
港
湾
、
一
着
い
て
し
ま
っ
た
。

=

あ

い

に

く

都
市
整
備
な
ど
が
我
が
国
と
は
比
べ
一
ポ

l
ト
ラ
ン
ド
は
合
憎
の
曇
空
で

ょ
う
も
な
い
ほ
ど
進
ん
で
い
る
こ
と
一
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
北
陸
の
空
と

に
大
き
な
驚
き
を
感
じ
、
個
人
の
権
一
ダ
ブ
っ
て
安
心
感
き
え
あ
っ
た
。
そ

利
を
尊
重
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
一
し
て
、
少
し
肌
寒
く
思
え
る
ポ

l
ト

や
寄
附
金
募
集
に
積
極
的
に
参
加
す
一
ラ
ン
ド
の
一
歩
は
、
と
て
も
す
が
す

る
市
民
社
会
の
実
情
に
も
大
い
に
感
一
が
し
い
朝
だ
と
思
え
た
。

心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

一
確
か
予
定
で
は
到
着
は
昼
の
は
ず

一
方
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
や
サ
ン
一
?
や
は
り
、
空
港
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

フ
ラ
ン
ン
ス
コ
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
一
に
直
行
し
、
昼
食
を
と
っ
た
。

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
が
、
政
府
の
無
一
こ
の
後
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
総

料
給
食
に
依
存
し
、
段
ボ
ー
ル
紙
に
一
領
事
館
表
敬
訪
問
等
予
定
の
視
察
訪

く
る
ま
っ
て
夜
を
過
ご
す
実
態
も
目
『
聞
が
、
息
つ
く
暇
も
な
い
よ
う
に
組

の
当
り
に
し
、
ア
メ
リ
カ
の
影
の
部
ま
れ
て
居
り
、
回
全
員
の
熱
意
で
難

分

も

十

分

見

て

と

っ

た

。

な

く

過

ご

し

た

。

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
体
験
を
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
の
二
日
聞
の
早

さ
せ
て
頂
い
た
団
員
諸
君
は
、
今
後
朝
、
三
人
の
団
員
で
ホ
テ
ル
の
周
辺

郷
里
魚
津
市
発
展
の
原
動
力
と
し
て
、

を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
。

い
ろ
ん
な
立
場
で
大
い
に
活
躍
し
て
早
朝
よ
り
運
行
さ
れ
て
い
る
無
償

く
れ
る
も
の
と
強
く
期
待
し
て
い
る
パ
ス
、
開
庖
し
始
め
た
コ
ー
ヒ
ー
シ

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ヨ
ツ
プ
、
昨
夜
の
強
風
で
落
ち
た
街

ア
メ
リ
カ
は

締
麗
好
き

『司

木

美
喜
子

路
樹
の
葉
、
透
明
な
空
気
。
結
構
な

街
並
な
の
に
道
端
に
は
、
紙
の
一
枚

も
空
き
缶
の
一
個
も
落
ち
て
い
な
い

し
、
悪
臭
も
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
の
訪
問
地
で
も
『
ゴ
ミ
』

を
感
じ
さ
せ
る
所
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
う
。
ゴ
ミ
箱
は
置
か
れ
あ
っ
て

も
、
ゴ
ミ
箱
ら
し
く
な
い
形
の
物
で

『
場
』
を
つ
く
っ
て
い
た
よ
う
に
、

思
え
る
。
そ
し
て
、
現
地
で
同
行
さ

れ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
臼
く
、
「
落
ち
て

い
た
ら
拾
う
U



参

加

団

岩成
崎瀬

団

長

管
理
者

団

員
海

野

博

美

谷

崎

弘

美

室

口

和

絵

谷
崎
美
和
子

小

票

正

利

関

口

恭

子

平

田

利

治

梅

津

晴

夫

花

岡

祐

子

員

弘

生

(

助

役

静
夫
(
市
教
委

竹
山
田
谷
国

木

ま

り

藤

森

浩

士

浦

本

和

明

小
西

清

高
木
美
喜
子

野

田

幸

子
和和
人世

訪ア|コサ ツのラで|セイエ 産ガピ事へ名魚
問州ドンン 施説ン日視ンジイ 業| ツ 館 。古津
。立大パフ 設明ド系察 tヨジ 博デト表在屋市
大学レラム見 。市人 フえン、ι 物ンマ敬ポか役
学 、|ンマ学 Y かと J ル A グて一館 、ツ 訪|ら所
パカ、シ 。M ら交5ちら? 墨オク問トポ出
|ルスス C リ句 zチ・ビ τペ明。ラ j発
クフ。タコ A サ(ン D ス コ ト
レオンの スイポ浜七話デ ンロンドラ

会27U TえlF妥開 J EL ll禁下
よちてもの福い日町
うをおお訪祉ま本がポ
でとらら問施し人き|
すてれれで設だで、れト
。もた、はで ラ匂いラ
ーなおさ富あホ住でン

生つばの山 3l季出ド
懸かあ魚出己ラす手市
命しち津身只ンぃ誌は
練くやのの己ド環手
習思ん町方 5の境く緑
しわはをが同日だ私が
たれ私知 3 と系とた多

17・・・・・・・
日

親
善
の
日
程

18 
日

20 19 
日日

21 
日

ム
ヤ

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
マ
リ

l

ナ
デ
ル
レ
イ
、
サ
ン
タ
モ
ニ

カ
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
シ
ア
タ

ー
、
リ
ト
ル
東
京
等
見
学
。

ム
ヤ

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
名
古
屋
へ
。

魚
津
市
役
所
着
。

23 22 
日日

• 

研
修
を
終
え
て

谷

崎

弘

美

六
踊
り
を
披
露
し
、
時
々
間
違
え
た
り

し
ま
し
た
が
、
と
て
も
喜
ば
れ
練
習

し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

折
り
紙
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
教
え
て
あ
げ
た
り
逆
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
り
時
間
の
過
ぎ
る

の
も
忘
れ
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
両
大
学
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
し
て
お
り
、
ゴ
ミ
箱
が
新
聞
、
空

き
缶
な
ど
種
類
別
に
分
け
ら
れ
て
あ

り
ま
し
た
。
論
文
な
ど
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
す
る
場
合
は
紙
を
使
用
せ
ず
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
提
出
す
る
そ
う
で
す
句

バ
ー
ク
レ
ー
校
で
は
身
障
者
の
学
生

の
受
入
れ
態
勢
が
よ
く
、
校
内
に
は

車
イ
ス
専
用
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
の
自
動

ド
ア
が
設
置
さ
れ
て
い
た
り
、
車
イ

ス
が
故
障
し
て
も
修
理
す
る
場
所
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
へ
行
っ
て
も
目
新
し
い
こ
と

ば
か
り
で
、
訪
問
先
で
出
会
っ
た
人

達
に
は
と
て
も
暖
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
楽
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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活
を
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え
る

広報うおづ

わ
た
し
た
ち
の
国
保

市
民
課
国
保
係

側関側関側関吋側関欄関側関側州側側縦一側関側関側側肉側関側州側側、平成5年 1月

合
但

1
2
2
0
0

国
保
の
財
源
と
支
出

平
成

3
年
度
魚
津
市
国
保
会
計
決
算
か
ら

国
保
制
度
は
、
市
町
村
単
位
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
の
国
保
財
政
の
実
態
や
そ
の
財
源
と
支
出
な
ど
を
平
成

3
年
度
の
国
保
会
計
決
算
を
も
と
に
み
て
み
ま
す
。

納 j原り 9
めで保ま億
るす険す 5
保 。税 。干

す険国が 7 
税保国 百
で制保 万
成度の 円
りは最 38 
立 、も

つ加大 9 
て入切 % 
い者な と
るが財 な

度
を
え
る
保
険
税

歳
入
総
額
は
、
M
億
5
千
8
百
万

円。
こ
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
の
が
保
険
税
で
、
必
・
5
%

叩
億
7
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
。

円

く平成3年度魚津市国保会計〉

け
る
医
療
費

額
は
、
幻
億
4
干
2
百
万

内
線

1
1
5
・1
1
6

平
成
3
年
度
に
国
保
か
ら
支
払
っ

た
医
療
費
は
凶
億
6
千
5
百
万
円
。

医
療
費
は
、
高
齢
化
や
成
人
病
の
増

加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
毎
年

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
元
年
度

は
日
億
8
千
4
百
万
円
、
平
成
2
年

度
は
日
億
1
2
百
万
円
。

毎
年
確
実
に
増
え
て
い
る
医
療
賛

平
成
4
年
度
は
、
口
億
円
を
越
え
る

こ
と
が
予
想
き
れ
ま
す
。

国
保
会
計
を
健
全
な
状
態
に
保
ち
、

保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ぐ
に
は
、
次

が
大
切
で
す
。

・
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
気
を
つ
け

て
正
し
い
保
険
診
療
を
受
け
る
。

-
保
険
税
は
納
期
内
に
必
ず
納
め
る
。

歳入 24億5千8百万円

歳出 23億4千2百万円

学

生

募

集

l

平
成

5
年

度

魚

津

市

奨

学

資

金

(

貸

与

奨

学

生

)

av貸
与
金
額

高
専

・
高
校

2
名
程
度

。
短
大

・
大
学
な
ど

・
借
り
ら
れ
る
方

県
内
月
額
2

8
、
0
0
0
円
以
内

・
魚
津
市
内
居
住
者

県
外
月
額

4
0
、
0
0
0
円
以
内

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

。
高
専
1
1
3
年
生

・
品
行
方
正
で
学
業
成
績
優
秀
な
方

月
額

1
3
、
0
0
0
円
以
内

・
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が

4
1
5
年

生

あ

る

方

月
額
2

8
、
0
0
0
円
以
内

・
富
山
県
奨
学
資
金
・
日
本
育
英
会
・

0
高

等

学

校

母

子

福

祉

資

金

な

ど

他

の

学

資

の

月
額

1
3
、
0
0
0
円

以

内

貸

与

を

受

け

て

い

な

い

方

※
身
体
障
害
程
度
が

1
級
か
ら
4
級

@
受
付
期
間

の
方
に
つ
い
て
は
、
貸
与
額
を
5

1
月
加
日
(
水
)
1
2
月
初
日
(
金
)

割
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

-
募
集
人
数
(
予
定
)

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

短
大

・
大
学

7
名
程
度

合
辺
|
2
2
0
0

内
線
4
3
1

第

3
回

晒

屋

孫

一

奨

学

基

金

(

給

付

奨

学

生

)

.
給
付
金
額

月
額

1
3
、
0
0
0
円

者

(
奨
学
金
は
返
還
す
る
こ
と
を
要

.
給
付
期
間

し

な

い

)

正

規

の

最

短

修

業

年

限

.
募
集
人
数

l
名

.
申
し
込
み
期
限

-
奨
学
生
の
資
格

3
月
8
日
(
月
)
ま
で

-
魚
津
市
に
居
住
す
る
者
で
、
魚
津

。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

立
中
学
校
を
卒
業
(
平
成
5
年
3

干
卿
富
山
市
桜
町
1
1
4
1
1

月
卒
業
見
込
み
)
し
、
か

つ

富

山

安

田

信

託

銀

行

富

山

支

庖

県
内
の
高
等
学
校
に
在
学
予
定
の
者
公
益
信
託
「
晒
屋
孫
人
奨
学
基
金
」

・
学

業

人

物

と

も

優

秀

な

者

事

務

局

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

包
(
0
7
6
4
)
ロ
1
6
1r
5
1

11 

奨
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初
歳
の
責
任
・
・
・
困
民
年
金

市
民
課
国
民
年
金
係
企
包

1
2
2
0
0
内
線

1
1
3
・1
1
4

初
歳
の
み
な
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
に
な
る
と
い
ろ
ん
な
権
利
と
義
務
が
生
じ
て
き
ま
す
。
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
保
険
料

を
納
め
、
給
付
費
用
の
一
部
を
国
が

負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄
り

ゃ
障
害
者
の
方
な
ど
に
年
金
を
支
給

す
る
制
度
で
、
国
民
み
ん
な
の
助
け

合
い
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者

日
本
に
住
ん
で
い
る
却
歳
以
上

ω

歳
未
満
の
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に

保険料(国民年金)は

所得から控除されます

明
働
問
例

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
手
続
き
は
、
住
民
登
録
し
て

い
る
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
っ
て
い
ま
す
。

会
社
な
ど
で
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
自
動
的

に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

平成4年1月1日から平成4年12月31日ま

でに納めた保険料は、「社会保険料控除」とし

て所得から差し引かれて課税の対象になりま

せん。

申告の際には、国民年金保険料の控除手続

きをお忘れなく ノ

前年度以前の未納保険料を納めた場合も控

除の対象となります。

平成4年度の国民年金保険料は、下図のと

おりです。

詳しくは、市民課年金係へお問い合わせく

ださし、。

・平成4年の国民年金保険料

学
生
の
み
な
さ
ん
も

m歳
に
な
る
と
加
入

平
成

3
年

4
月
1
日
か
ら
、
初
歳

以
上
の
学
生
の
人
も
必
ず
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。

一
般
的
に
学
生
に
は
収
入
が
な
い

こ
と
か
ら
、
本
人
及
び
親
元
の
所
得

を
勘
案
し
た
保
険
料
の
免
除
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

免
除
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

人
は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1 ~ 3月

9，000円X3か月 =27，000円

4 ~12月

9，700円X9か月 =87，300円

※定額納入者 114，300円

※付加納入者 119，100円

(400円X12か月=4，800円加算)

く4月に 1年分前納のとき 〉

※定額納入者 113，590円

※付加納入者 118，270円



ふ
る
さ
と
再
発
見
・
・
・
・
・
・
⑩

大
泉
寺
阿
弥
陀
三
尊
像

。。広報うおづ

諏
訪
町
に
あ
る

大
泉
寺
は
、
小
貝

塚
や
芭
蕉
像
な
ど
、

俳
句
に
関
す
る
資

料
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
こ

に
鎌
倉
時
代
の
作

と
推
定
さ
れ
る
古
い
絵
画
H

阿
弥
陀

三
尊
像
。
が
あ
る
。

三
尊
は
正
面
を
向
き
、
阿
弥
陀
の

印
相
は
普
通
み
ら
れ
る
来
迎
相
と
は

異
な
り
、
消
失
し
た
法
隆
寺
金
堂
壁

画
の
阿
弥
陀
に
み
ら
れ
る
説
法
相
に

近
く
、
古
い
様
式
を
と
ど
め
た
も
の

で
あ
る
。

素
材
の
絹
の
目
が
細
か
く
、
ま
た
、

絵
の
構
図
や
衣
の
紋
様
の
特
徴
な
ど

か
ら
、
日
本
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
朝
鮮
半
当
時
は
高
麗
)

…一一一一一一一一…一側関側一平成5年 1月

か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

北
陸
地
方
と
朝
鮮
半
島
の
交
流
が

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
画
も
当
時

の
関
係
を
示
す
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
絵
画
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

大
泉
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
は
不
明

で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
当
時
は
長
年

の
傷
み
で
破
損
も
著
し
か
っ
た
が
、

保
存
修
理
が
行
わ
れ
、
昭
和
臼
年
に

魚
津
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

ふ叫，叩"曲-"抽匂制輔が制時怨俗、、t(~.-6化υ，..~"$-';ザ可訴の4之J及。穴仲'~l't.f'~.i4、;;~~ ::~ ・ 4 輸相川句、

子魚津lの夜空・・・きらめいて1
き 魚津の冬の夜空を彩る「イルミラージュ U0 Z t 

-1 U Jの点灯式が11月28日、 JR魚津駅前大通りで 3
j行われました。
午後5時50分、集まった市民全員のカウントダ!

ウンに合わせ点灯ボタンが押されると、駅前大通 三

りや市役所前通りの街路樹に取り付けられた、 5 暑
Jゐ

万球のイルミネーション、、と、たてもんのオブジ 3
エ砂に明かりが一斉にともりました。幼稚園児の 3
合唱や高校生によるブラスパンドの演奏なども加;

‘わり、会場は華やいだ雰囲気に包まれていました。ミ

このイルミネーションは、毎日午後5時から午 F
前0時までの問ともされ、 1月31日まで続けられ 3
ます。

と
の
ク
h
m
l
フ

花
園
に
出
場
(
関
西
中
学
生
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
)

西
部
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

「
後
悔
し
な
い
よ
う
自
分
た
ち
の
持

っ
て
い
る
力
を
出
し
き
っ
て
き
ま
す
ω

と
は
、

1
月

5
日
か
ら
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
(
東
大
阪
市
)
で
開
催
さ
れ
る

か
関
西
中
学
生
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
。
に
出
場
す
る
西
部
中
学

校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
員
た
ち
。

同
部
は
昨
年
4
月
に
発
足
し
た
ば

か
り
で
、
県
内
の
中
学
校
で
は
初
め

て
の
ラ
グ
ビ
ー
部
で
す
。
平
成
元
年



平成 5年 1月…一一…一………一一……一一欄欄…
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応援にも力がはいります

!， 12月6目、魚津市綱ヲ|き選手権大会式が市総合体育館

3で行われ、市内外から37チーム約400人が参加して力のこも
;った熱戦が繰り広げられました。

? 地区対抗の部(一般男女、ジュニア男女)とフリーの
:部(1 -2部各男女、 3部)で競われたこの大会、一進

"一退を繰り返す好試合が続き 、応援団は力強い声援をお

くっていました。

中でも注目を集めたのがフリー男子 1部の上中島対魚

津サッシの試合。県レベルの大会でも常に上位を競って

おり 、両チーム一歩も譲らず長い試合となりました。先

輩格である上中島チームが勝利を収めましたが、全力を

出しきった両チームのプレーに会場からはたくさんな拍

手がおぐられました。

4 
むずかしいな…もちつきって、i

山女保育園 i

広報うおづ。1)

s&一令一j汐ヲ
」広
i ;j:楊 乙
、む忽F一一。‘ハ三土

に
週
1
回
の
必
修
ク
ラ
ブ
と
し
て
ラ

グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
が
つ
く
ら
れ
、
生
徒
た

ち
の
強
い
希
望
で
部
と
し
て
発
足
さ

れ
ま
し
た
。
部
員
は
お
人
。

県
内
で
は
試
合
が
で
き
ず
、
初
め
て

の
公
式
戦
と
な
っ
た
の
が
昨
年
日
月

幻
日

(
l
n
日
)
に
石
川
県
で
開
催

さ
れ
た
同
大
会
の
北
陸
地
区
予
選
会
。

「
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
チ

ー
ム
に
は
か
絶
対
に
勝
つ
H

と
い
う

気
迫
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」
と
は
主

将
の
吉
本
伊
織
く
ん
。
市
ラ
グ
ビ
ー

協
会
か
ら
贈
ら
れ
た
紫
紺
と
赤
の
し

ま
柄
の
真
新
し
い
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
着

て
試
合
に
臨
み
、
初
出
場
で
優
勝
し

ま
し
た
。

西
部
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
関

西
ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
推
薦
に
よ
っ
て

ご

同
大
会
の

C
ブ
ロ

ッ
ク
(
ロ
人
制
)
れ
は
一
回
戦
突
破
は
も
ち
ろ
ん
、
も

へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。
監
督

っ
と
上
位
も
ね
ら
え
る
」
と
話
し
て

の
清
河
明
彦
先
生
は
、
「
力
を
出
せ
い
ま
す
。

体
滞
気
議
総
と
お
h
f
トス
…今
ち
ゃ
ん

碓

井

飯

島
く
ん
(
正
之

・
敬
子
さ

長

谷

川

帯

ち
ゃ
ん
(
順
・
み
ゆ
き

ん

夫

妻

の

二

男

)

北

鬼

江

さ

ん

夫

妻

の

長

女

)

経

団

西

町

平
成
3
年
3
月

刊

日

生

ま

れ

平

成

3
年
5
月
4
日
生
ま
れ

f
'
f
4
1
4
 

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

た
く
ま
し
く
て
困
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
大
き
く
な
っ
て
/

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

明
る
く
、
元
気
な
女
の
子
に
な

っ

て
ネ
。
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函
圃
固
圃

広報うあ、づ一一一一一一一……一一一平成5年 1月
地
下
水
を
大
切
に

冬
は
地
下
水
の
渇
水
期

冬
は
積
雪
の
た
め
、
水
の
浸
透
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

量
の
地
下
水
の
汲
み
上
げ
は
地
下
の

水
位
を
大
幅
に
低
下
き
せ
、
地
下
水

の
障
害
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
下
水
は
、
供
給
と
利
用
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
行
わ
れ
れ
ば
永
久
的
に
利

用
で
き
る
共
有
の
資
源
で
あ
り
、
貴

重
な
財
産
で
す
。

合
理
的
な
節
水
に
努
め
、
み
ん
な

で
地
下
水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

償
却
資
産
の

申
告
を

申
告
期
限
は

2
月
1
日

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
が
あ
る

償
却
資
産
を
所
有
し
、
事
業
用
に
使

用
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

1
月

1
日

現
在
の
資
産
の
所
在
、
種
類
、
数
量

な
ど
必
要
な
事
項
を
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
々
に
は

す
で
に
通
知
済
み
で
す
が
、
通
知
漏

れ
や
申
告
に
あ
た
り
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
税
務
課
資
産
税
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
宮

辺

|
2
2
0
0
内
線

1
3
4
)

消
防
機
関
の

出
初
式

1
月
6
日
(
水
)

午
前
叩
時
日
分

県
道
駅
前
通
り
及
び
市
役
所
前
通

り
で
、
徒
歩
部
隊
と
車
両
部
隊
の
検

閲
と
分
列
行
進
を
行
い
、
市
役
所
前

公
園
で
全
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放

水
、
ま
た
市
役
所
前
駐
車
場
で
は
消

防
救
助
訓
練
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
幹
部
が
魚
津
神
社
で
鎮
火

祈
願
、
大
泉
寺
で
義
勇
塔
を
参
拝
し

た
後
、
市
中
パ
レ
ー
ド
に
移
り
ま
す

が
、
サ
イ
レ
ン
を
呼
鳴
し
て
移
動
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。救
助
艇

雄
山
丸
の
出
初
式

1
月
9
日
(
土
)
午
前
問
時

魚
津
港
南
区
(
上
口
補
助
港
)

航
海
安
全
祈
願
の
後
、
潜
水
隊
員

に
よ
る
救
助
訓
練
、
雄
山
丸
に
よ
る

海
難
救
助
訓
練
及
び
放
水
を
行
い
ま

す
。

外
国
人
の

皆
さ
ん
ヘ

1
月
8
日
か
ら

外
国
人
登
録
制
度
が
変
更

-

永
住
者

・
特
別
永
住
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
指
紋
押
な
つ
制
度
が
廃

止
さ
れ
、
次
回
登
録
切
替
の
際
に
は
、

署
名
、
家
族
事
項
を
登
録
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

-

外
国
人
登
録
用
写
真
の
サ
イ
ズ

が
縦

4

5
ミリ
、
横

3

5
2リ
に
変
わ
る

ほ
か
、
規
格
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係

(E
n
l
2
2
0
0
内
線

1
1
2
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

帰
化
事
務
取
り
扱
庁
に
つ
い
て

国
際
化
時
代
を
迎
え
て
、
県
内
各

地
に
お
い
て
も
外
国
人
登
録
者
の
方

が
増
え
て
お
り
、
今
後
、
日
本
国
籍

の
取
得
を
希
望
し
、
帰
化
申
請
す
る

方
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
5
年

1
月

1
日
か

ら
は
、
左
記
に
お
い
て
も
帰
化
事
務

(国
籍
の
取
得
)
を
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

-
取
扱
斤
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

告

(
0
7
6
5
)
幻

|
0
4
6
1

魚
津
市
本
町

1
丁
目

3
番

2
号

7 6 5 4 3 2 1 紹

月 月 月 月 月 月 月 介月

建ー築レ• • 
片 経 坪 =ロと 道 松 西 上 本 上 住 大 村

1 2 

デ発魚語布 中 野
学校名
か月 校ず

員 田 町'島 下 居A、 施 島 江 方 =口と 町 木 勺つ

~表津田 闇苦言繋~夢; 年寸A主ゐー3月71替月リ 作市 (
5 5 5 5 5 5 5 5 6 6 6 6 5 22木品少Z日に

里
広瀬 舟林
関
崎大
品

子奈帆畠山

崎村
平 村

士崎干寿代岡
浜浦
田
氏 でま 紹介し 12334 田 口 )11 

野あ
田 口

絵香奈 佳代子 9サ女2きの拓郎
知 ヨ契王 日牙日青ミ 瑠美 代貴 俊尚

台、
名

すま
子 り 健

占i i〈あ陽 も
大地震 不思議を

ほ‘を克
ねず
、、、 夏
末来
森 ン キ

太 σ3 ケ σ3 グ〉 ゲ 守'

グ〉 l立 中 み と 夜 カf お ソ
‘ソ
j寅

ト 1巳話足、号5
物宝 l人f で 夢中

グ〉 』ま σ3 あ 城 フ

江
気勇
な お d、 ノマ

主 きス室 長署
つ

時戸代
日 ♂コ

客さ
な ス

ちじ た し、 lレ

や 夢子 ま グ〉 f、こ

な 国 ち 題
ぺ'し、 ノ¥
fこ



平成 5年 1月…………一………一…側関側関側側………棚、

電
波
利
用
料

制
度
導
入

4
月
1
日
か
ら

電
波
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

ー
ド
レ
ス
ホ
ン
、
自
動
車
電
話
な
ど

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
郵
政
省
が
免
許
し

て
い
る
無
線
局
は
全
国
で

7
7
0
万

局
に
達
し
て
い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
増
大
す
る
行
政
事

務
や
不
法
無
線
局
の
対
応
に
充
て
る

た
め
の
経
費
を
放
送
、
通
信
事
業
者
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
な
ど
無
線
局
の

免
許
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
全
体
で

負
担
し
て
い
た
だ
く
電
波
利
用
料
制

度
を

4
月
か
ら
導
入
い
た
し
ま
す
。

iご寄付ありガとう

ござり烹暗然閉会;f::i，

広報うあ、づ(13) 

33 ※お
|電 問 り年
4 波 合 で間
4 部 先 すの
3 企 。主
2画北な
)室陸利
(電用
宮 気料
0通は
7信左
6監記
2理の
|局と

コ

無線局の区分 利用料額(年額) 盤 線 局 σ〉 例。

-自動車電話

-移動する無線局 600円
.MCA移動局
-パーソナル無線

-船舶局

-移動しない無線局であっ
て、移動する無線局又は携 -基地局(自動車電話)

平野して使用するための受信 12，100円 -無線呼出局

設備と通信を行うために陸 -海岸局
上に開設するもの

-実験無線局及びアマチュア局 500円 -アマチュア無線局・実験局

申
請
の
手
続
き
を

建
設
工
事
・
測
量

業
務
等
請
負
入
札

参
加
資
格
審
査

市
が
平
成

5
年

・
6
年
度
に
発
注

す
る
建
設
工
事

・
測
量
業
務
等
の
請

負
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
受
付
期
間

2
月

1
日
(
月

)
i
お
日
(
金
)

(
た
だ
し
、
土

・
日
曜
日
及
び
祝

日
は
除
く
)

O
受
付
時
間

午
前
9
時

l
午
後

4
時
初
分

※
間
合
・
提
出
先

市
役
所
総
務
課
行
政
係

(
E
2
1
2
2
0
0
内
線
2
2
1
)

市
役
所

3
階

商
工
観
光
課

求
人
情
報
を
掲
示
し
て
い
ま
す

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

毎
週
発
行
し
て
い
る
〈
求
人
情
報
〉

を
市
商
工
観
光
課
に
掲
示
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
間
合
先

魚
津
公
共
職
業
安
定

所

(
g
M
l
0
3
6
5
)

-電波利用料額表(抜粋)

⑧⑧ 
日対

10，000円

10，000円

5，000円

924円

3，000円

りんご30kg 色

あい
が
学
習
会

〈
み
』

ー
水
族
館
の
裏
方
を
探
険
す
る
|

時

1
月
9
日
(
土
)

午
前
日
時

1
日
時
ぬ
分

水
族
館
に
午
前
9
時
必

分
集
合

市
内
小

・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者

定

員

初
名
(
先
着
順
)

※
間
合
先

魚
津
水
族
館

(
宮

M
|
4
1
0
0
)

象

砂社会福祉基金として

魚津市役所職員互助会

釈迦堂

横田松枝東町

普明会教団高岡支部

砂善意銀行へ

板倉勝宣新角川一丁目 30，000円

野村幸男立石 5，000円

惰)三井自動車友の会天神町'新3，000円

石橋秀久金山谷 30，000円

石崎正和上口二丁目 50，000円

鹿熊忠夫港町 30，000円

仲俣 弘六郎丸 50，000円

魚津市美術文化協議会 20，000円

津井仁志大海寺野 100，000円

若林 進本江 50，000円

大町小学校育友会 50，000円

中村はる 青島 10，000円

魚津保育園職員一同 4，000円

武田成二本町一丁目 50，000円

石本 裕本町二丁目 30，000円

黒瀬ファミリー 相木 5，000円

高島義光蛇田 50，000円

中川 洋本町一丁目 100，000円

宮河 椅大光寺 10，250円

河崎正一東京都荒川区 50，000円

伊東あや吉島 10，000円

吉島保育園母の会 10，000円

J A魚津婦人部 10，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

森 美子本江新町 14，601円

新川高等学校生徒会 50，000円

北陸精機附谷口貞夫

道坂

友田道治新角川二丁目

備)魚津銀金吉島

本吉 稔本町二丁目

越前 博六郎丸

ふじグループ吉島

三ユ電
・市政情報テレホン・サービス

告 22-3600

.キャプテン ・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

.求人テレホン ・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金~土)宮24-8841

.税務テレホン ・サービス(税務相談室

富山分室) fi0764-31て9222

.健康テレホン ・サービス(県保険医協

会) 宮0764-42 -0003 

1月のテーマ

(月) さまざまな原因、腰の痛み

(火)子ど もの腕が抜けた/

(水)マタニティブルー

(木)総入れ歯を使いこなすコツ

(金)喉がおかしい時

(土・日)最近のエイズ事情

30，000円

50，000円

小杉町50，000円
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あ
な
めた
くも
るべ
時と l
聞きジ
を

⑩ 

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

世

界

面

白

人

国

記

霞

原

麻

衣

日

本

存

亡

の

と

き

高

坂

正

莞

ぼ
く
達
は
こ
の
星
で
出
会
っ
た

中
村
八
大
他

私

の

シ

ネ

マ

宣

言

高

野

悦

子

浩

宮

き

ま

浜

尾

実

大
相
撲
豪
傑

・
名
力
士
伝
説
石

井

代

蔵

J
F
K
暗
殺
の
真

実

文

芸

春

秋

編

お

父

さ

ん

の

心

配

足

立

倫

行

歴
史
を
変
え
た
羽
田

H
・
テ
ル
チ
ク

園
芸
博
士
の
百
花
歳
時
記柳

宗

民

〈
文
学
・
小
説
〉

愛

の

ま

わ

り

に

瀬

戸

内

寂

聴

時

の

記

憶

岸

田

今

日

子

ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
よ
、
つ
に
中
島

白

愁

の

と

き

夏

樹

グ
ル
ノ
l
ブ
ル
の
吹
奏
松
本

1月の日曜開館 C 
10日・ 24日 C 
翌月曜日は休館です。c

風

の

盆

殺

人

事

件

和

田

魔
女
っ
子
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん黒

柳

朝

中

国

人

の

恋

人

柴

田

朔

下

宿

屋

さ

ん

吉

永

み

ち

子

〈
富
山
の
本
〉

平

の

小

屋

物

語

今

西

資

博

ト
ヤ

7

ゴ
ロ
ジ

l

富

山

語

録

辞

富

山
語
探
査
班
編

黒
部
奥
山

史

談

湯

口

康

雄

と
や
ま
の
巨
木

・
名
木

人

生

を

語

る

吉

崎

四

郎

富
山
の
釣
り
場
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

立

山

の

い

ぶ

き

広

瀬

誠

ふ
る
さ
と
天
神
山
ー
そ
の
見
ど
こ
ろ

魚
津
歴
史
民
俗
博
物
館

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
す
。

山委

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
成
田

マ
水
野

マ
小
原

正
一
様

敏
夫
様

修
三
様

(
緑
町
)

(
下
村
木
町
)

(
八
尾
町
)

古
文
書
解
読
会

会

と

き

1
月
ロ
日
(
火
)

午
後
1
時
ぬ
分
l

会

講

師

広

田

寿

三

郎

先

生

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

南限「一一日付い.わ

5
日
(
火
)

映
画
一
休
さ
ん

本
江
小
学
校

5
年

静
子梓

清
張

捲
)11 

さ
や
か
さ
ん

V
私
の
好
き
な
本
は

ふ
う
子
と
ユ

l
レ
イ
の
シ
リ
ー
ズ

で
す
。ふ
う
子
が
友
達
と
じ
ゃ
ん
け
ん
を

し
た
時
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
の
言
葉
を

一一=口うと
、
そ
れ
は
偶
然
ユ
l

レ
イ
を

呼
び
出
す
呪
文
だ
っ
た
の
で
、
ユ
ー

レ
イ
が
現
わ
れ
て
、
ふ
う
子
と
結
婚

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
っ
て
も
楽
し
い
ユ

l

レ
イ
で
、

私
は
こ
の
話
が
大
好
き
で
す
。

ロ
日
(
火

工
作
パ
ッ
チ
ン
返
し

映
画
い
じ
わ
る
狐
ラ
ン
ボ

l

工
作
バ
ネ
の
お
も
ち
ゃ

午
後

4
時

1

4
時
却
分

幼
児
i
小
学
生

日
日
(
火

初
日
(
火

対と

象き

市

民

会

館

催

物

2
2
1
1
3
0
2
 

魚津市成年平成5 
典初式関々出魚津市機消防年平成5 

{崖

物

式人 名

AM15 AM 6 
10日 10日 と

時1蚕干兄
時(
き

jさ

関 関 入
係 係

場料
者 者

O
成
人
該
当
者

昭
和

U
年

4
月

2
日
か
ら
昭
和

必
年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

」
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

8
M
l
2
4
0
2
 

1
月
の
行
事

古
カ
ル
タ
大
会

同
日
(
土

)

2
時
1

友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
て
ね
。

食
ビ
デ
オ
会

げ
日
(日
)・
引
日
(
日
)

2

時
i

4
時

会。
フ
ラ
パ
ン

9
日
(土
)・
お
目
玉
)

2

時
i

4
時

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

月
第

2
・
第

4
土
曜
日
は
、
プ
ラ
パ

ン
で
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
作
っ
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日
、

国
民
の
祝
日

人
式
泊

1
月
日
日
(
成
人
の
日

)J
Y
一

市
民
会
館
大
ホ

i
ル

一

受

付

午

前

9
時
l

一

式
典
午
前
日
時
j

4

方。
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は
年

賀
状
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
nー
2
2
0
0
内
線
4
4
1
F

!
?
L
 



(15)広報うおづ平成 5年 1月…………一…一…………………側側…

1882隼の主なできごと， ，E!~s周
1 月 4 月

6・消防出初式 魚津市制施行40周年昭和27年 4月

7・市制施行40周年記念シンボル 1日、 1町11か村(魚津町・下中島村・

マーク、マスコ ット、キャ ッ 上中島村・松倉村・上野方村 ・下野方

チフレーズ決定 村 ・片貝谷村 ・加積村 ・道下村 ・経団

12・消防署経団分遣所合同庁舎が 村 ・天神村 ・西布施村)が合併して魚

完成

15・成人式新成人1，005人

26・魚津っ子雪まつり

津市が誕生。

4・市制施行40周年記念式典

金光邦三氏、森本芳夫氏

を名誉市民に推たい

34人10団体を特別表彰

12・坪野山村広場完成

15・北陸新幹線並行在来線魚津一

糸魚川聞の第三セクター化に

同意(沿線市町長会議)

17・71<1山フェステ イノ-{)レ

25・郷義弘の顕彰碑完成

26・市長 ・市議会議員選挙

10・石川新市政スタート

19・臨時市議会

議長に稗苗清吉氏、副議長

に七沢秋政氏が就任

31・戦国のろし祭り

松倉城 ・升方城 ・金山城-小鴨由水選手(しんきろうロー

ドレース招待選手)大阪国際 市長に石川精二氏が初当選 6 月

女子マラソンで日本最高記録 ・しんきろうロードレース大会

(バルセロナ五輪に出場) 全国から2，738人参加

28・井出妙子さん 国体スピード 28・埋没林博物館完成

スケート競技500mで準優勝 29日から一般公開

2 月 ・県道魚津 ・生地 ・入善線パイ

1・林護くん中部日本スキー大 パス開通

会大回転で優勝 29・富山県植樹祭・緑の感謝祭

2・市民体育大会スキー競技会 5 月

7・バレーボール日本リーグ女子 9・清河七良氏 市長退任

魚津大会「日本電気」対「ュ ・高校野球親善招待試合

ニチカ」 徳島商業と市内 3高校試合

8・アルベールビル五輪開幕(-

23日金1 銀 2 銅 4) 

10・西部中学校舎、体育館の大規

模改造工事完成

16・山田慎一くん.東海北陸中学

生スキー大会大回転で優勝

3 月

2・3月定例市議会(-16日)

12・村木小学校児童 空き缶回収

で新川ヴィーラに車イス寄贈

13・大平山濡氏、自作品、古美術

品を市へ寄贈

23・経団保育園舎の改築工事完成

25・吉田久幸さん 冬季ノマラリン

ピックに出場

4・魚津神社祭礼(-6日)

8・6月定例市議会(-18日)

10・池の尻の池保全調査

15・国連平和維持活動(PK 0)協

力法が国会で成立

22・平和記念植樹

23・中国遼寧省少年少女雑技団公

演 (-24日 総合体育館)

26・臨時市議会

助役に成瀬弘生氏、収入役

に山岡信義氏を決定
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188:=隼ぬ主なできごと
29・市長と語る会 道下地区

31・農業祭(-11月1日)

月

1・市民文化祭芸能部門(-3日)

2・平成4年市政功労者表彰

21人3団体を表彰

・市長と語る会 片貝地区

5・市民文化祭美術部門(-8日)

7・まちづくり作文・絵画の表彰

式 ・発表会

8・高谷朋花きん 少年の主張全

国大会で総務庁長官賞受賞

15・西布施小学校舎の大規模改造

工事完成

17・青年・壮年海外派遣研修団出

発(-23日 アメリカ)

26・一日部長

・市長と語る会 天神地区

28・イ jレミラージュuozu点灯
月

2・市長と語る会 上野方地区

7・12月定例市議会 (-17日)

11 

12 

月

4・埋没林博物館の入館者10万人

を突破(オープンから159日目)

・広浜良子さん、アジアマラソ

ン選手権大会で3位

5・市長と語る会 西布施地区

7・農業集落排水事業 東城地区

処理施設起工式

・市長と語る会 村木地区

12・岡崎つゆきん106歳(県内最高齢)

13・県新川文化ホーノレ(仮称)起工式

平成6年10月完成予定

17・商工フェア (-18日)

18・魚津~入善間駅伝競走大会

21・洗足学園理事長前田豊子きん

死去

23・臨時市議会

・天皇皇后両陛下が中国ご訪問

25・富山県知事選挙

・さかな祭り

・石倉高広きん 全日本林道選

手権大会で優勝

10 月

6・市長と語る会 本江地区

9・秋篠宮同妃両殿下ご来市 埋

没林博物館、水族館をご視察

7 

10・ジヤノマンエキスポ富山閉幕(-

9月27日、小杉町)

12・市民体育大会

24・フラワーロード(-8月下旬)

25・バルセロナ五輪開幕 (-8月

9日金3 銀 8 銅11)

26・参議院議員選挙

28・市長と語る会 松倉地区

月

3・ジャノマンエキスポ富山 「魚津

市の日」

4・市長と語る会加積地区

5・全国大学女子軟式野球大会(-

9日、最多21チーム参加)

7・魚津まつり (- 9日)

・「ふるさとを言吾る」フォーラム

26・市長と語る会 下中島地区

月

3・市長と語る会 経団地区

5・市役所の完全土曜閉庁実施

9・9月定例市議会 (-22日)

10・公共下水道計画区域を拡張

28・市長と語る会 大町地区

8 

9 

編

集

後

記

議本紙は 森林資源保護のため再生紙を使用しています。

せり込み蝶六踊り街流し (8月9日)

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
た
く
さ
ん
の
方

に
、
広
報
う
お
づ
の
編
集
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
年
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご

意
見
や
ご
要
望
を
お
聴
き
し
な
が
ら

H

愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
り
。
に
向
け

て
心
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
一
年

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

(
H
)

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が
ら
初
詣
で

に
出
か
け
、

J
」
れ
か
ら
の
一
年
無

事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
と
手
を
合

わ
せ
る
|
新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し

た
ん
だ
な
と
い
う
実
感
が
わ
き
ま
す
。

新
し
い
年
に
対
す
る
期
待
も
ふ
く
ら

ん
で
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

H

一
年
の
計
は
元
日
一に
あ
り
。
|
市

民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
読
ん

で
い
た
だ
け
る
広
報
|

一
層
努
力
し

ま
す
。
今
年
も

「
広
報
う
お
づ
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

魚津まつり

口
(平成4年12月1日現在)

人口 (前月対比)

(男)23，811人(-15) 

(女)25，687人(-10) 

計 49，498人(-25) 

世帯数 14，509世帯

(外国人登録を含む)

編集/企画広報室

市の人


